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1. 2027年3月期 2Q業績

2. 今後の成長に向けて
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グループ組織図（連結範囲）

2026年3月期からの変更点はhr社の100%子会社化とGDC社の連結開始

株式会社GDC
アパレルブランドGDCの運営

悠特莉（上海）服饰

有限公司
中国でのアパレルブランド
9090の運営（中国法人）

悠特莉股份有限公司
台湾でのアパレルブランド
9090の運営（台湾法人）

株式会社YZ
ヤングカルチャー事業の運営

株式会社
heart relation

ライフスタイルブランドHer lip toの
運営

株式会社yutori
アパレルブランドの運営

（ニュアンス・韓国・デザイナー事業の運営）
子会社の管理

100% 100% 100% 51% 100%連結 連結 連結 連結 非連結

※2026年9月30日時点
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株式会社pool
コスメ事業・IP事業の運営

100% 連結



ニュアンス事業
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事業ポートフォリオ

事業ポートフォリオを拡充させ、安定的な業績構築を目指す

商材の多角化のため、アパレル事業以外のコスメ、IPなどの新規事業の開発を図る

WomenMen

Y世代

Z世代

IP事業 コスメ事業ヤングカルチャー事業

韓国事業

Her lip to事業デザイナー事業
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2027年3月期 2Q業績1
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2Q末 売上高

9,345百万円

YoY 149.3%

2Q末 売上総利益

5,669百万円

YoY 143.2%

2Q末 調整後EBITDA / 営業利益

805 / 575百万円

YoY 127.7% / 136.4%

業績ハイライト

※調整後EBITDA=(営業利益+減価償却費+のれん償却費+株式報酬費用+敷金償却費+利息費用)

2Q末 売上高 予想進捗率

50.5％

2Q末 売上総利益 予想進捗率

50.8％

2Q末 調整後EBITDA 予想進捗率

42.8％

売上・利益ともに上期として過去最高を達成、業績予想に対しても計画通り進捗

過去最高 過去最高 過去最高
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事業ハイライト

大型IPコラボの貢献は大きいが、コラボを除いても主力ブランドが高成長し、成長の柱も着実に育つ
今後も海外・ニュアンス・コスメ・IPコラボの領域に注力

台湾で急成長、インバウンドも拡大

● 台湾子会社 2Q累計 前年同期比166%

● 現地での認知度向上により、90の国内店舗

売上の約4割がインバウンド（台湾が最多）

GULL・PAMMが躍進、次の柱へ

● ニュアンス事業 上期 前年同期比145%

● 戦略的に縮小しているnemneをGULLと

PAMMが補って余りある成長で牽引

新商品・コラボ施策好調で急成長

● minum 2Q累計 前年同期比4.1倍

● ブランド棚は約5,200店舗に拡大、単品棚

でも売り場面積拡大中

大型IPとのコラボを連発

● 「ちいかわ」コラボを3ブランド（9090・

minum・turlin※）で連続展開

● Her lip toのHELLO KITTYコラボも好評

▲9090台中店（10月開業） ▲GULL ルクア大阪店

▲Her lip to×HELLO KITTY

minum 四半期売上高（百万円）

131

1Q

143

2Q

351

3Q

273

4Q

524

1Q

613

2Q

2026/3期 2027/3期

※turlin×ちいかわは2026年11月発売のため、3Q以降の業績に寄与
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(単位：百万円) 2026/3期 2Q末 2027/3期 2Q末 前期比増減率

売上高 6,260 9,345 149.3%

売上総利益 3,958 5,669 143.2%

売上総利益率 63.2% 60.7% ▲2.5pt

調整後EBITDA 630 805 127.7%

調整後EBITDAマージン 10.1% 8.6% ▲1.5pt

営業利益 421 575 136.4%

営業利益率 6.7% 6.2% ▲0.5pt

親会社株主純利益 75 307 407.9%

親会社株主純利益率 1.2% 3.3% +2.1pt

業績ハイライト 2Q末

売上・利益ともに上期として過去最高を達成、純利益もhr社の完全子会社化の効果もあり大幅増益

6,260

9,345

3,958

5,669

630
805

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2026/3期 2Q末 2027/3期 2Q末

売上高 売上総利益 調整後EBITDA

149.3%

143.2%

127.7%

※ 調整後EBITDA=(営業利益+減価償却費+のれん償却費+株式報酬費用+敷金償却費+利息費用)



9

(単位：百万円) 2026/3期 2Qのみ 2027/3期 2Qのみ 前期比増減率

売上高 3,023 5,037 166.6%

売上総利益 1,913 3,072 160.6%

売上総利益率 63.3% 61.0% ▲2.3pt

調整後EBITDA 233 465 199.6%

調整後EBITDAマージン 7.7% 9.2% +1.5pt

営業利益 130 346 266.2%

営業利益率 4.3% 6.9% +2.6pt

親会社株主純利益 ▲8 176 - %

親会社株主純利益率 - % 3.5% - pt

業績ハイライト 2Qのみ

売上は四半期として過去最高を達成、各段階利益も2Qとして過去最高を達成

3,023

5,037

1,913

3,072

233

465

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2026/3期 2Qのみ 2027/3期 2Qのみ

売上高 売上総利益 調整後EBITDA

166.6%

160.6%

199.6%

※ 調整後EBITDA=(営業利益+減価償却費+のれん償却費+株式報酬費用+敷金償却費+利息費用)



例年、業績は3Q・4Qに偏るが、売上は既に50%を突破、各段階利益も前年同期の進捗率を上回る
通期業績予想の達成に向け計画通りの進捗
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（単位：百万円）

2027/3期 通期業績予想に対する進捗状況（2Q末時点）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上高

売上総利益

調整後EBITDA

営業利益

親会社株主

純利益

進捗率

50.5%

進捗率

50.8%

18,500

9,345

通期予想

2Q実績

11,170

5,669 

1,420

575

800

307

※ 調整後EBITDA=(営業利益+減価償却費+のれん償却費+株式報酬費用+敷金償却費+利息費用)

進捗率

42.8%

進捗率

40.5%

進捗率

38.4%

1,880

805

1Q 2Q



当期よりhr社の完全子会社化により、今回よりhr社の純利益は全て親会社株主に帰属する純利益に含まれる

2027年3月期 2Q末 PLサマリ
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（単位：百万円）
※端数切捨のため一部、合計不一致

※かっこ書きは利益率

ヤングカルチャー

2,896

Her lip to

3,431

コスメ 1,243

売上高

9,345

売上総利益

5,669
（60.7%）

売上原価

3,675

調整後
EBITDA

805
（8.6%）

営業利益

575
（6.2%）

経常利益

509
（5.4%）

税引前
純利益

509
（5.4%）

純利益

307
（3.3%）

人件費 1,077

支払手数料 789

広告宣伝費 842

地代家賃 600

荷造運賃 546

その他 1,010
償却費

229

営業外損益

66
法人税等

202
親会社株主純利益

307
（3.3%）

販管費

4,864

ニュアンス 734

韓国 683

デザイナー 354

（事業部別売上高）
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

前年

同月比
128.3% 131.2% 139.3% 199.0% 142.4% 157.8% - - - - - - 149.3%

毎月の月次KPIの開示を終了し、前回から毎四半期の決算説明時に各月の売上高前年同月比とそのトピックス
を開示する方針に変更

月次売上高前年同月比

■ 月次売上高前年同月比

■ 月次トピックス
• 7月：

3月に受注した「9090×ちいかわ」コラボ商品の発送・売上計上により前年同月比約2倍の大幅な成長
minumが秋に向けた大口受注の出荷で月商過去最高を記録、GULLがルクア大阪に出店し好調な滑り出し

• 8月：
店舗を中心に堅調に推移し、秋物の立ち上がりも順調
9090が8周年の周年企画で好調、PAMMがルクア大阪に初出店、Her lip toも店舗を中心に前年を大きく上回る

• 9月：
長雨の影響で店舗の客足が鈍ったものの、秋冬物の立ち上がりに加え、新規出店とminumの「ちいかわ」コラボ発売で大きく成長
GULLが新宿ルミネエスト・大宮ルミネに出店、9090は台湾で高雄店をオープン
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2Q 事業部トピックス（1/3）

9090がちいかわコラボで2Qの売上は前年同期比3.5倍、ちいかわコラボを除いても140%成長

台湾では高雄店・台中店を相次いで出店し5店舗体制へ、9090の海外展開も加速

✓ 2Qの売上は前年同期比で3.5倍、2Q累
計では175%の成長を記録

✓ 受注販売形式で実施し、コラボとして過
去最大規模となった「9090×ちいかわ」
を7月に発送したことが大きく貢献

✓ ちいかわコラボを除いた2Qは前年同期
比140%の売上成長を実現し、ブランド
としてのオーガニック成長も継続

✓ 90ロゴ、キングロゴに加えて定番化した
人気の「骨シリーズ」のほか、adidasコラ
ボが全体を牽引

トピックス・人気商品 トピックス

店舗・POP UP
✓ 9月は長雨の影響で特に路面店の来店客

数が減少し、売上が伸び悩んだが、4月に
出店した南堀江店をはじめ全体としては
堅調に推移

✓ 9月には佐賀・鳥栖アウトレットに期間限
定のPOP UPを出店

✓ 90の国内店舗売上のうち約40%がイン
バウンド客であり台湾、米国が上位を占め
る

（YZ/ヤングカルチャー事業） （悠特莉股份有限公司／ヤングカルチャー事業）

✓ 9月に高雄、10月に台中と初の台北以外のエリアで出店し、台湾は5店舗体制
✓ SNSでの発信や出店効果もあり、台湾子会社は2Q累計で前年同期比166%

の高い売上成長を記録
✓ 今後は9090以外でも台湾と親和性のあるブランドの出店を目指す

▲ 「9090×ちいかわ」コラボ
▲ 南港店（台北南港LaLaport）

▲ Bone Rigid Denim Zip 
Hoodie

台北

台北駅

1

南港店

2

中山店

3

敦南店
4 高雄店

5 台中店

1 南港店 2025/3 OPEN

2 中山店 2025/9 OPEN

3 敦南店 2025/9 OPEN

4 高雄店 2026/9 OPEN

5 台中店 2026/10 OPEN

▲ 敦南店 ▲ 台中店

▲ 9090×adidas Exclusive 
Track Jacket
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2Q 事業部トピックス（2/3）

コスメ事業のminumが「ちいかわ」コラボを展開、2Qの売上は前年同期比で4倍超
ニュアンス事業のGULLは新宿・大阪などへの出店で9月にはブランド過去最高売上を記録

✓ 2Q累計で前年同期比4.1倍の売上成長、破
竹の勢いで拡大、2Qは特にちいかわコラボ
が大きく貢献

✓ 取扱い店舗数は9月末時点でブランド棚
（minumフルラインナップの棚）が約5,200
店舗に加えて、単品棚（アイライナーに特化し
た棚）は約5,000店舗に拡大

✓ 主力の「ニュアンスリキッドアイライナー」は秋
の新色追加と原価改善で収益性も向上、黒字
にも転換し徐々に利益回収フェーズに移行

トピックス

初のコラボレーション
✓ ブランド初のコラボとして「minum×ちいか

わ」ぷにゅグリップライナー全5種を9月下旬
から順次販売開始

✓ XやInstagramでの発信、拡散効果もあり、
ちいかわコラボをきっかけに新規客層へのリ
ーチも実現、品質への高評価コメントも多数

✓ ちいかわコラボの第2弾として、ヘアケアブラ
ンド「turlin by minum+」とのコラボ商品
を11月頃から全国で順次発売

✓ 2Q累計で前年同期比
2.4倍のブランド売上
を記録、7月にルクア
大阪、9月に新宿ルミ
ネエストと大宮ルミネ
に新規出店し、継続的
な成長を実現

✓ 当初はZOZOTOWN
での売上が過半だった
が、現在は約7割が直
販のチャネルで構成さ
れ、着実にブランドの
ファンを獲得

トピックス

人気商品
✓ 手書き風のロゴと淡い色合いによる独

特の世界観をベースにトレンドを捉えた
商品が人気を博する

✓ 駆け込みリュック、ひとえふたえパック
ロンT、ワッフルジップフーディなど主
力品番が高い消化率で全体を牽引

✓ Instagramフォロワー数は13.9万人
まで拡大

（yutori/ニュアンス事業）

▲waffle zip hoodie

▲ルクア大阪店

▲駆け込みリュック

（pool/コスメ事業）

▲minum×ちいかわ

▲新宿ルミネエスト店



15

2Q 事業部トピックス（3/3）

heart relation社単体の2Q累計売上高は前年同期比126％を記録
新店舗のオープンやHELLO KITTYコラボなどのイベントがいずれも好評、業績も順調に推移

Her lip to、Her lip to BEAUTYの新店舗がOPEN
✓ 9月10日にブランド3店舗目となる常設店舗、Her lip to BEAUTY ルミネ

新宿 ルミネ2店がOPEN

✓ 9月26日にHer lip to路面店の2号店となるHer lip to OSAKAが大阪心

斎橋にOPEN

Her lip to × HELLO KITTY のコラボレーション！

✓ 「LITTLE TREASURES」をテーマにしたハローキティとのコラボレーション
を実施

✓ 8月20日～8月26日に代官山にてPOPUPストアを展開したほか、店舗や
ECサイトにて販売

▲Her lip to BEAUTY ルミネ新宿 ルミネ2店 ▲Her lip to OSAKA

大人気美容液リップの新色発売

✓ BEAUTY事業部では、9月に発売した美容液リップ「LIP 

TO LOVE SERUM」の新色2色やハンドクリームが大好評

（heart relation/Her lip to事業）
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2026/3期 2Q 末vs. 2027/3期 2Q末 営業利益増減分析

（百万円）

1,950

-239

-269

-314

-260

-243

-204
-72 -20

-175

421

575

営業利益
26/3期2Q末

売上増による
粗利増加

粗利率
低下

人件費
増加

広宣費
増加

支払手数料
増加

地代家賃
増加

荷造運賃
増加

業務委託料
増加

固定資産
償却費増加

その他
販管費等

営業利益
27/3期2Q末

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

前期比 +154 百万円

minum・9090・
Her lip toが牽
引し、売上は前年
同期比149.3%
で粗利を押上げ

卸売中心のコ
スメ（minum）
の構成比拡大
によるミックス
変化が主因。主
力の9090・
Her lip toの
粗利率は維持

出店・組織拡大
による増員も、
増収で売上比
は1.4pt改善

minum・
turlinの新商
品発売に伴う
什器（商品陳列
棚）や販促費の
増加

売上拡大に伴
うEC・店舗の
販売手数料、
minumの卸販
売に係る手数
料の増加

出店拡大に伴う
店舗賃料の増
加（前2Q末57
店舗、当2Q末
68店舗）

minumの卸出荷
など、売上増加に
伴う物流費の増加

店舗運営・販売代
行や本社業務に係
る業務委託の増加

台湾・国内の出
店に伴う店舗の
建物附属設備の
減価償却費の増
加

AI・システム関連
費用、採用費、新
店の備品・消耗品
費等
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(単位：百万円) 2026/3期 期末 2027/3期 1Q末 2027/3期 2Q末 前Q末との比較

流動資産 6,987 6,854 7,818 現預金・棚卸資産の増加により増加

（うち現預金） 2,484 1,228 2,058 短期借入金の増加等により増加

固定資産 3,033 3,140 3,266 店舗新規出店による建物附属設備の増加

（うちのれん） 734 692 651 のれん償却により減少

総資産 10,020 9,994 11,084 -

流動負債 4,385 4,875 5,747 短期借入金・未払法人税等・買掛金の増加

固定負債 1,906 3,159 3,091 長期借入金の返済により減少

純資産 3,729 1,959 2,244 利益の積み上げと新株予約権の行使によ
り増加

自己資本比率 24.0% 19.3% 19.9% 自己資本：27/3期 1Q末 1,925Ｍ、2Q
末 2,210Ｍ

1Qでheart relation社の完全子会社化に伴う借入れにより、自己資本比率が低下
当面は利益の積み上げによる自己資本比率の向上、業績・利益の拡大による財務健全性の向上を目指す

業績ハイライトBS
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BS-在庫の商材別内訳

アパレル

2,218 百万円

対象ブランド：9090、Her lip to、
MARITHE、SATURなど
• 主力ブランドの9090、Her lip toは高

い消化率を維持し、健全に推移
• 韓国事業のMARITHEやSATURなど

は春夏と秋冬の商品を向こう半年分をま
とめて仕入れるため、回転期間は比較的
長期化しやすいビジネスモデル（特に9月
末と3月末）であり、他ブランドと比較し
て多く在庫を積んでいる状況

• Yリーグに基づき、販売実績のある上位
ブランドほど厚めに在庫を抱えるが、Y5
ブランドについては、数百万円程度～
1,000万円程度に在庫を抑えることで
撤退時の損失を最小限にコントロール

64.2%

30.6%

5.2%

2027年3月期
２Q末在庫

3,454百万円

成長事業のコスメ在庫の伸びが最も大きく、リードタイムが長いため売上比率は約20%で在庫比率は約30%
ブランドごとに成長性と効率性の優先順位をつけて、メリハリをつけた在庫管理施策を実行中

コスメ・ビューティ

1,056 百万円

対象ブランド：Her lip to BEAUTY、
minum、turlin by minum
• minumはちいかわコラボと取扱店舗数の

拡大に向けて在庫を積み増し、売上も大き
く伸長。Her lip to BEAUTYは売上成
長の裏で在庫消化が進み圧縮傾向

• 評価損は製造から3年後に計上されるが、
それまでの売上拡大により消化見込み

ランジェリー

180 百万円

対象ブランド：ROSIER by Her lip to
• 流行り廃りがない定番商品が中心でコス

メのような使用期限もなく、単価低減のた
めロット数を増やしていたため、売上規模
と比較し、在庫水準は高めの状況だが、足
元は売上伸長とともに在庫も圧縮傾向

• 上記の理由から、ランジェリー商品の評価
損リスクは限定的

在庫は各ブランドのリードタイムに相
当する金額を目安とし、回転期間の

モニタリングで効率的な経営を目指す

商材別在庫割合
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連結BSののれん残高には、M&Aに係る4件ののれんが計上（年間ののれん・無形資産の償却費は約240M）

のれん対純資産倍率は0.29倍、無形資産を考慮した調整後のれん対純資産倍率は0.55倍で健全性を維持

BS-のれんの内訳

のれん残高：651M
2026/9末時点

546M

70M

26M えをかく社：7.1M
• 当初計上額 16Mを2025/1より3年で償却

• アパレルブランド「over print」を運営するえをかく社を完全子会社化したことにより発
生

minum事業：26M
• 当初計上額 48Mを2024/12より4年で償却

• コスメブランド「minum」を協業先のi.D社から事業譲受したことにより発生

AZR社：70M
• 当初計上額 352Mを2022/10より5年で償却

• 複数のインフルエンサーブランドを運営するAZR社を完全子会社化したことにより発生
• M&A以降、「HTH」や「Younger Song」を中心に成長し、現時点まで「減損の兆候あり」

となったことはない

heart relation社：546M
• 当初計上額 703Mを2024/10より9年で償却

• ライフスタイルブランド「Her lip to」を運営するhr社を子会社化したことにより発生
• のれんのほかPPAにより無形資産（商標権）を732Mで計上し、2024/10より10年で

償却

7.1M

純資産
2,244M

うち 無形資産
585M

うち のれん
651M

連結BS
2026/9末時点

全額減損でも

債務超過に

ならない

基準を維持

資産
11,084M

負債
8,839M



202027年3月期2025年3月期

売上高/売上総利益/営業利益 四半期推移

売上高・売上総利益は四半期として過去最高を更新

ちいかわコラボの効果もあり、当期は2Qが1Qを上回る好調な推移
（百万円）

2026年3月期

1,114 
1,246 

3,174 

2,771 

3,236 
3,023 

4,231 

3,743 

4,308 

5,037 

656 722 
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2,045 1,913 
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3,072 

39 -3 
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60.3%
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31.0%

13.3%

7.9%7.3%
3.8%

36.7%

212025年3月期 2027年3月期

事業部別売上高 四半期推移

ヤングカルチャーとコスメが四半期として過去最高の売上を更新、コスメは前年同期比4.6倍に拡大
アパレル事業に次ぐ事業としてコスメ事業（minum）に注力し、事業ポートフォリオのバランスを図る

2026年3月期

2027年3月期
2Q末

事業別売上割合

755 798
1,120 1,277 1,147 1,103

1,427 1,438
1,164

1,732
3 4

5
117

136 145

351 279
575

668

261 318

504
355

265 242

366 327 335

399

25
35

109
45

165 186

410 357 344

339

68
88

54 72
76 59

66 74 162

192

1,380
903

1,446
1,277

1,600

1,268

1,726

1,705

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

ヤングカルチャー コスメ ニュアンス 韓国 デザイナー Her lip to

コスメ

ニュアンス

ヤング
カルチャー

韓国

Her lip to
（hr社）

デザイナー

（百万円）
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チャネル別売上高 四半期推移

2Q（3か月）は、コスメ事業の成長に伴い卸販売の割合が17.1%（前年同期9.4%）に拡大
同期間のオフライン売上は出店により前年同期比162%、自社ECはちいかわコラボの受注販売で大きく伸長

26.5%

9.4%

46.0%

17.1%

1.0%

2027年3月期
2Q末

（百万円）

チャネル別売上割合

365 320

1,119
865 1,016 930 1,061 927 1,024

1,447
274 353

663

551 436
395

552
457 444

436

412
465

1,291

1,068
1,458

1,382

2,017

1,988
2,060

2,240

38
74

65

200

276
284

541

349

732

863

22

34

85

48
31

56

22

46

49

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

自社EC プラットフォーム（PF） オフライン 卸 その他

自社EC

ZOZOTOWN
楽天 など

直営店舗
POPUP

ドラッグストア
などへの卸販売
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販管費 四半期推移

売上高に連動する費用（支払手数料、地代家賃、荷造運賃等）が多く、費用構造に大きな変動はなし
増収効果で人件費・業務委託料の売上比が低下し、販管費率は54.5%（前年同期比▲2.0pt）に改善

（百万円）

2Q末時点 対売上高比率

人件費

11.5%
(▲1.4pt)

支払手数料

8.4%
(▲0.1pt)

広告宣伝費

9.0%
(+0.5pt)

地代家賃

6.4%
(+0.7pt)

荷造運賃

5.8%
(+0.3pt)

業務委託料

4.1%
(▲0.9pt)131 161

354 363 389 419 427
522 484

593
126 155

278 290 264 265
347

342 350

439

72
80

253 172
274 254

332
258

437

405

59
75

154
148

170 187

256 259

286

314

64
61

138
145

168 174

235 233

217

329

63
49

109
117

152 158

179 166

197

185

98
141

278 291

333 323

348 378

394

458

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

人件費 支払手数料 広告宣伝費 地代家賃 荷造運賃 業務委託料 その他

2026年3月期

※かっこ書きは、2026年3月期 2Q末の数字との比較

その他には、のれん償却
費、減価償却費、システ
ム利用料等が含まれる
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24※1 各四半期末時点で当社グループが運営する常設店舗（3か月以上の営業を予定している店舗）の合計数。

※1

2024年3月期2023年3月期

2QはGULL新宿・ルクア大阪、Her lip to大阪、90高雄（台湾）などへの出店で6店舗純増
グループ合計で68店舗を運営（うち東名阪で47店舗）

店舗数 推移

90 TOKYOBAY

2025年3月期

90 福岡PARCO
YS&CGP 福岡PARCO
Bless U 福岡PARCO
HTH ソラリア

90 札幌ステラ
HTH 札幌ステラ

（台湾）
90 台湾南港
90 敦南
90 中山
90 高雄

2026年3月期

GULL ルミネ大宮
90/90girl 越谷

店舗数
90 原宿
90 新宿ルミネエスト
90girl 原宿
YS 原宿
YS 新宿ルミネエスト
HTH 原宿
HTH 新宿ルミネエスト
HTH 渋谷109
PAMM 渋谷PARCO
PAMM 表参道
CGP 新宿ルミネエスト
MFG 原宿
MFG 新宿ルミネエスト
GRVR 原宿
GRVR 新宿ルミネエスト
SATUR 原宿
GULL 原宿
GULL 新宿ルミネエスト
four store 中目黒
House of Herme
HLT 新宿ルミネ
HLT BEAUTY ルミネ2
HLT 有楽町マルイ ※2
GDC 代官山

90 名古屋
HTH 名古屋PARCO
YS 名古屋PARCO
MSB 名古屋PARCO
PAMM 名古屋PARCO
CGP 名古屋PARCO
Bless U 名古屋PARCO
GRVR 名古屋PARCO
MFG 名古屋PARCO
GULL ゲートタワー
HLT 名古屋タカシマヤ

※2 HLT有楽町マルイは、Her lip to BEAUTYとROSIERの合同店舗

2027年3月期

90 軽井沢

90&YS 倉敷 SATUR 京都 90 竜王

90/YS/HTH横浜ビブレ

90 HEP
90 南堀江
YS HEP
HTH HEP
BB/Beck HEP
CGP HEP
GULL HEP
SATUR ルクア
GULL ルクア
PAMM ルクア
HLT BEAUTY ルクア
HLT 大阪

90 金沢フォーラス
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ブランド数 推移

2Q時点で、グループ全体でのブランド数は合計35
引き続きYリーグの規定に基づき、より稼げるブランドでポートフォリオ構築を目指す
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ブランド数
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全体的な底上げが進み、合計5ブランドがランクアップ
※Yリーグの判定は、9月末と3月末の半期ごとに直近1年間の実績に基づいて実施しております。

Yリーグ ブランド進捗（2026/9/30時点）

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

立上げ期
～700万

確立期
700万～1,500万

グロース期
1,500万～2,500万

ハイグロース期
2,500万～4,000万

定着期
4,000万～

損益分岐点

月間
平均
売上
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Instagramフォロワー数 推移

Instagramでは各ブランドの担当者が着用画像や動画を撮影し、ブランドの世界観を表現

yutoriグループ全体でフォロワー数は合計315万人を突破し、多くの潜在的な顧客層を抱える

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

2023/12 2024/3 2024/6 2024/9 2024/12 2025/3 2025/6 2025/9 2025/12 2026/3 2026/6 2026/9

Instagramフォロワー数

新規上場時
165.4万

現在
315.7万
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連結従業員数推移

連結グループ全体の役員+従業員は、合計で533人
最大の競争力の源泉である従業員への人材投資、人員拡充を目指す

7 7 7 7 7 7 11 12 12 13 13 13 13 13
50 43 49 49 55 55

135 151 164 171 189 193 203 215

10 13 21 21 29 37

42
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65 71
72 77 71

72
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233
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アルバイト

契約社員

正社員

役員

2024年3月期 2026年3月期2025年3月期

hr社
連結開始

合計

404
合計

387合計

354

合計

226合計

189
合計

180
合計

163合計

129
合計

125

（人）

2023/12
グロース市場
に新規上場

合計

425

合計

482

合計

491

2027年3月期

合計

466

合計

533
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今後の成長に向けて2
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ブランドポートフォリオの見直し

Yリーグに基づく「選択と集中」で、経営資源を伸びるブランド・事業へ再配分

M&Aによるポートフォリオの拡大も目指すとともに、ブランドの整理を進める

伸ばす・広げる・見直すを組み合わせ、より稼げるブランドポートフォリオへ

Yリーグ上位ブランド・注力事業

• 出店・在庫・人員を優先的に配分

• 海外・ニュアンス・コスメ・IPの4領域に集中

M&Aでポートフォリオを広げる

• 売上10〜20億円以上を目安にM&Aを検討

• 出店・EC・SNSのノウハウで、ともに成長を加速

成長の見込みにくいブランド

• Yリーグの判定に基づき撤退を判断

• 人員・店舗は伸びるブランドへ再配置

Yリーグ

伸ばす

広げる見直す

伸ばす

広げる

見直す

Y1のブランド

M&Aで加わったブランド

Yリーグ判定

Y1Y2Y3Y4Y5

詳細 P.31・32

詳細 P.33

詳細 P.34
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注力事業と今後の展開

足元の成長事業により注力し、来期以降の飛躍につなげる

海外・ニュアンス・コスメ・IPを4本柱に、さらなる成長を目指す

海外・インバウンド1

上期の成果

台湾子会社が2Q累計166%
インバウンド売上も台湾が最多

今後の打ち手

• 台湾と親和性の高いブランドにお

いて出店検討

• SNSを活用し、インバウンド客層へ

のリーチも狙う

ニュアンス事業2

上期の成果

ニュアンス事業が上期145%
GULL・PAMMが成長を牽引

今後の打ち手

• GULL・PAMMを次の柱に、主要

商業施設へ出店

• 直販比率を高め、ファン基盤を強化

コスメ事業3

上期の成果

minumが2Q累計4.1倍
ブランド棚 約5,200店舗に拡大

今後の打ち手

• ブランド棚の取扱い店舗数拡大

• アイライナーに特化した単品棚の拡

大と新商品でシェアを拡大

IP事業4

上期の成果

ちいかわコラボを3弾連続で展開
HELLO KITTYコラボも好評

今後の打ち手

• グループ横断でキャラクターコラボ

を継続

• GPS HD社・アカツキ社と新たな

IP事業を準備（次ページ）

成長事業に経営資源を集中し、来期以降のさらなる飛躍へ

伸ばす
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IP事業の展開

2025年12月のGPS HD社・アカツキ社との資本業務提携を起点に、「ちいかわ」コラボを3ブランドで展開

今回のコラボは業務提携の第一歩、来期は3社の連携による当社IP事業の本格始動を目指す

提携から1年で「ちいかわ」コラボを3弾連続で展開

2025年12月

資本業務提携

• アカツキ社・GPS HD

社と資本業務提携

• IPの「場づくり」に向け

3社の連携を開始

2026年7月
第1弾

9090×ちいかわ

• 受注販売形式で当社コ

ラボとして過去最大規

模の売上を記録

• 9090の2Q売上は前

年同期比3.5倍

2026年9月
第2弾

minum×ちいかわ

• ブランド初のコラボ商

品が好評

• minumの2Q累計売

上は前年同期比4.1倍

2026年11月
第3弾

turlin×ちいかわ

• ヘアケアブランド

「turlin by 

minum+」とのコラボ

• 11月から全国で発売

NEXT
3社の連携による当社IP事業

翌期（2028年3月期）秋以降を目安に

IP事業 本格始動

yutori 企画・プロデュース／旗艦店の運営

GPS HD社 キャラクターIP・グッズ企画

アカツキ社 EC運営

IPグッズを「雑貨」から「カルチャー」へ

リアル店舗とECを両輪に展開

伸ばす
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M&Aによるポートフォリオ拡大の考え方

これまでM&Aで加わったブランドは、グループ入り後も大きく成長
当面は売上10〜20億円程度の規模のブランドとの出会いを目指す

広げる

M&Aで加わったブランドの成長 M&Aで目指すブランド像

売上10〜20億円程度の規模
将来の成長の柱となりうる規模感

ブランドとして確立していること
独自の世界観と根強いファンを持つブランド

当社のノウハウで成長を加速
出店・EC・SNSの知見を活かし、ともに成長できるブランド

中長期的な視点で、ともに成長できるブランドとの出会いを目指す

上期売上 M&A前の1.6倍

上期売上高の推移（百万円）

2,136

25/3期上期
（M&A前）

2,723

26/3期上期

3,431

27/3期上期

上期売上 前年同期比4.1倍

上期売上高の推移（百万円）

274

26/3期上期

1,137

27/3期上期
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資産効率を重視したブランド経営へ

在庫・仕入・出店の管理を強化し、資産効率を重視した経営へ

ブランドの整理を進め、より稼げるポートフォリオへ転換する

見直す

1 経営管理を強化

在庫
在庫と投資を定期的にモニタリング

仕入
販売計画と連動した在庫予算で管理

出店
投資回収の見通しを事前に審議

2 資産効率でブランド評価

収益性＋

在庫効率＋

の3つの視点で、

ブランドの継続を判断

新規ブランドは、

一定の規模を狙えるものに絞る

3 ブランドを整理

• 成長が見込みにくいブランドは

撤退・統合を進める

• 人員・店舗・在庫を

伸びるブランドへ再配分

• ブランドの数より、一つひとつの

稼ぐ力を高める

ブランドの整理で質の高い
ポートフォリオの構築を目指す

Yリーグで評価

売上の規模
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本資料の取り扱いについて
本資料は、情報提供のみを目的として当社が作成したものであります。

本資料に含まれる将来予想に関する記述は、当社の判断及び仮定並びに当社が現在利用可能な情
報に基づくものです。将来予想に関する記述には、当社の事業計画、市場規模、競合状況、業界に関
する情報及び成長余力等が含まれます。そのため、これらの将来予想に関する記述は、様々なリス
クや不確定要素に左右され、実際の業績は将来に関する記述に明示または黙示された予想とは大
幅に異なる場合があります。当社は、記載内容に重要な変動がある場合を除き、本資料の記述を修
正する予定はありません。

本資料には、当社の競争環境、業界のトレンドや一般的な社会構造の変化に関する情報等の当社以
外に関する情報が含まれております。当社は、これらの情報の正確性、合理性及び適切性等につい
て独自の検証を行っておらず、いかなる当該情報についてこれを保証するものではありません。

お問い合わせ
ir@yutori.tokyo
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